
【態度目標】しゃべる、質問する、説明する、動く、協力する、貢献する

【内容目標】円の接線の性質や弦と接線の位置関係を見極めて、接弦定理を使いこなそう







直線が点で円に接する   

□円の接線

　円の周上の点を通る直線について，次が成り立つ。

　この直線は，点における円の接　線である。

　また，点は，直線と円の接　点である。








接線の⾧さ

定理　円の外部の点からその円に引いた本の接線について，つの接線の⾧さは等しい。

　右の図の と において

　　　　　　　は共通，，

　　　　　　　

　　　　よって　　  

　　　　ゆえに　　









　右の図のように，円には外部の点から，本の接線を

引くことができる。それぞれの接点を，とするとき，線分，

の⾧さを，点から円に引いた接線の⾧さという。

　円に引いたつの接線の⾧さについては，次のことがいえる。
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まずは同じ⾧さになる所を確認しよう

接線と半径は直交する

例）   

  

 

   

 

       

   





 



 



 

     
    

    

      

 
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例）      

   

     

  


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








　　，であるから

　　　　　　　

　　　　　　　より　　

　　　　　　また，，であるから

　　　　　　　

　より　　    

　　　　　　これを解いて　　　

　　　　　　よって　　　　　　
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　，は円に接するから　

　　　同様にして

　　　　　，　，　

　　　よって

　　　　　　　　   

　　　　　　　　　　　　   

　　　　　　　　　　　　   

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

例題３）右の図のように，円が四角形の各辺に

　　　　点，，，で接している。

　　　　このとき，次の等式が成り立つことを証明せよ。

　　　　　　　　

　　　　考え方…辺の⾧さを接線の⾧さの和に分解する

逆に「四角形の２組の対辺の和が等しいならば，

この四角形は円に外接する」も成り立つ

外接一つの円の円周が一つの多角形の各辺に一点で接すること

内接多角形の各頂点が一つの円の円周上の一点に接すること
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
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定理　円の弦と，その端点にお

　ける接線が作る角は，その角

　の内部に含まれる弧に対する円周角

　に等しい。
円の接線と
弦の作る角
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逆も成り立つ

「ならば，直線は円の接線である」


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
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





 
    

  

 

   

 

   ∠∠

　ここで，∠より　∠

　よって，は円の接線である。　なお，∠のときは明らかである。



□円の接線と弦の作る角（接弦定理）

　が鋭角の場合

　円の周上に，が円の直径となるように，点をとると，

　，であるから

　　……①，　……②

　①，②より　　

　とは弧に対する円周角であるから　

　よって　　　　　　　　　

が直角の場合

　は直径であるから　　

　よって　　

が鈍角の場合

　右の図のように，のを越える延⾧上にをとり，を含まない弧上

　に点をとると，は鋭角で　

　　，　

　よって　　

別証　が鈍角の場合，　右の図のようにを通る直径をとし，

　とを結ぶと　

　また，が直径であるから　　

　円周角の定理により　　　よって　　
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例）下の図において，直線は円の接線である。角を求めよ。

ただし，ではとする。
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



その弦の円周角と

等しい

接線と弦の

作る角は…

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　△はの二等辺三角形であるから

　　　　　　　　　　　

　よって　　

　接線と弦の作る角の定理から　　

　接線と弦の作る角の定理から


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










接線と弦の

作る角は…
その弦の円周角と

等しい

　　　　　　

　は円の直径であるから　　

　円周角の定理により

　　　　　　

　△の内角の和はであるから

　　　　　　

　よって　　
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練習）点で外接するつの円がある。を通る本の，

　直線が右の図のように，つの円とそれぞれ，

　および，で交わるとき，であることを証明せよ。

　点における共通接線を引く。
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　円の接線と弦の作る角の性質により，右の図において

　　　　　

　　　　　

　であるから

　　　　　

　錯角が等しいから　　
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